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准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
受
講
状
況

平
成
23
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
３
年
目
を

迎
え
た
「
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
」
に
つ

い
て
、
当
局
管
内
の
修
了
者
は
、
平
成
25

年
度
修
了
予
定
者
を
含
め
ま
す
と
２
３
０

名
（
う
ち
国
有
林
職
員
25
名
）
と
な
り
ま

す
。な

お
、
平
成
25
年
度
第
１
期
研
修
は
８

月
に
終
了
、
受
講
者
は
９
月
か
ら
の
第
２

期
研
修
に
向
け
研
鑽
中
で
す
。

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
研
修
終
了
者

を
対
象
に
、
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
更
な
る

技
術
力
の
向
上
と
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
同
士

の
横
の
連
携
を
深
め
る
観
点
か
ら
、
局
署

に
お
い
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
今
回
、
そ
の
一
例
を
紹
介

し
ま
す
。

平
成
25
年
１
月
30
日
か
ら
31
日
に
、
局

及
び
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
主
催

で
、
各
県
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
及
び
国
有
林

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
計
24
名
が
参
加
し
、
複

層
林
施
業
の
現
状
や
長
期
育
成
循
環
施
業

の
導
入
等
に
よ
る
「
多
様
な
森
林
整
備
に

向
け
た
施
業
」
を
題
材
に
、
各
施
業
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
、
継
続
し
た
検
討
会
の
実

施
要
望
が
あ
り
、
平
成
25
年
度
も
実
施
す

る
予
定
で
す
。

平
成
25
年
３
月
６
日
に
、
東
京
神
奈
川

森
林
管
理
署
の
主
催
で
、
学
識
経
験
者
・

環
境
省
職
員
・
神
奈
川
県
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

を
含
む
県
職
員
・
箱
根
町
職
員
及
び
国
有

林
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
計
27
名
が
参
加
し
、

芦
ノ
湖
西
岸
の
針
広
混
交
林
誘
導
モ
デ
ル

施
業
に
つ
い
て
、
現
地
を
観
察
、
技
術
的

課
題
を
中
心
に
意
見
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
森
林
づ
く
り
の
モ
デ
ル
と
な
る

施
業
を
目
指
し
、
検
討
会
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

平
成
25
年
６
月
19
日
に
、
埼
玉
森
林
管

理
事
務
所
の
主
催
で
、
埼
玉
県
准
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
・
国
有
林
職
員
計
13
名
が
参
加
し
、

急
傾
斜
地
に
お
け
る
間
伐
木
の
搬
出
方
法

に
つ
い
て
検
討
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。今

後
は
、
国
有
林
、
埼
玉
県
有
林
双
方

の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
し
た
現
地
検
討
会

も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
８
月
６
日
に
、
中
越
森
林
管

理
署
主
催
で
、
新
潟
県
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

を
含
む
県
職
員
・
地
元
林
業
関
係
者
・
市

町
職
員
・
国
有
林
職
員
計
31
名
が
参
加
し
、

集
約
化
施
業
を
想
定
し
た
伐
採
方
法
及
び

森
林
作
業
道
の
路
線
選
定
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

素
材
生
産
終
了
後
に
は
、
実
際
に
森
林

作
業
道
が
ど
の
よ
う
に
開
設
さ
れ
た
か
検

証
す
る
機
会
も
設
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
各
地
に
お
い
て
様
々
な
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取
り
組
み
が
な
さ
れ
、
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

研
修
を
修
了
し
た
方
々
が
、
地
域
の
森
林

づ
く
り
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

森
林
総
合
監
理
士
（
※
）

（
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
）
認
定
制
度

今
年
度
よ
り
、
地
域
の
森
林
・
林
業
の

牽
引
者
と
な
る
森
林
総
合
監
理
士
（
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
）
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
を
修
了
し
た
局

内
国
有
林
職
員
14
名
が
受
験
し
ま
し
た
。

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
資
格
を
取
得
さ
れ
た

方
々
に
は
、
民
有
林
・
国
有
林
の
連
携
を

は
じ
め
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

（
※
）
森
林
総
合
監
理
士
と
は
、
広
域
的
・
長
期
的
視
点

に
立
っ
た
森
林
づ
く
り
と
林
業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
に

向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
向
け
、
関

係
者
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
ご
と
に
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
中
心
と
な
る
技
術
者

。

平
成
25
年
８
月
３
日
（
土
）
群
馬
県
み

な
か
み
町
猿
ヶ
京
温
泉
に
お
い
て
、
「
赤

谷
の
日
」
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
発
足
し
て
か
ら

今
年
で
10
年
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
節
目
に
、
地
元
の
皆
様
を
は
じ
め
、

よ
り
多
く
の
方
々
が
、
群
馬
県
み
な
か
み

町
内
の
約
一
万
㌶
の
「
赤
谷
の
森
」
を
舞

台
に
取
組
ん
で
い
る
生
物
多
様
性
の
保
全

や
持
続
的
な
地
域
づ
く
り
な
ど
の
活
動
を

楽
し
く
体
験
で
き
る
機
会
と
し
て
、
ま
た
、

サ
ポ
ー
タ
ー
と
地
域
の
皆
様
が
交
流
で
き

る
場
と
し
て
５
つ
の
体
験
コ
ー
ス
を
用
意

し
ま
し
た
。

①
旧
三
国
街
道
・
三
国
峠
を
歩
こ
う
！

②
渓
流
環
境
復
元
見
学
ツ
ア
ー

③
自
然
林
復
元
試
験
地
の
見
学
ツ
ア
ー

④
い
き
も
の
村
ツ
ア
ー

⑤
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
に
は
、
㈶
日
本
自

然
保
護
協
会
、
地
域
協
議
会
、
赤
谷
森
林

ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
の
職
員
と
赤
谷

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、
ガ
イ
ド

等
と
し
て
、
県
内
外
の
参
加
者
を
案
内
し

ま
し
た
。

体
験
者
数
は
、
96
名
で
し
た
。

今
後
も
地
域
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
赤

谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
目
指
す
た
め
、
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
企
画
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
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赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
の
祭
典

「
赤
谷
の
日
祭
り
」
開
催

赤
谷
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー

関
東
森
林
管
理
局
課
長

▽
企
画
調
整
課
長

樽
谷

宜
彦

（
林
野
庁
国
有
林
野
部
経
営
企
画
課
地
域

森
林
計
画
調
整
官
）

森
林
管
理
署
署
長

▽
静
岡
森
林
管
理
署
長

枝
澤

修

（
中
部
森
林
管
理
局
東
濃
森
林
管
理
署
長
）

幹
部
の
紹
介

９
月
１
日
付
け
（

）
は
前
職

赤
谷
の
森
自
然
散
策

錦
秋
に
染
ま
る
ブ
ナ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
等
の
樹

木
を
観
察
し
な
が
ら
、
旧
三
国
街
道
を
歩
き

ま
す
。

今
回
は
、
高
低
差
６
０
０
㍍
の
群
馬
県
側

の
コ
ー
ス
。
（
初
中
級
登
山
）

帰
り
は
、
た
く
み
の
里
「
豊
楽
祭
」
を
見

学
し
ま
す
。

◎
今
回
初
の
試
み
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ス
タ
ッ
フ
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

自
然
観
察
の
案
内
や
運
営
に
参
加
し
て
み

た
い
方
！

ぜ
ひ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

日
時

平
成
25
年
10
月
27
日
（
日
）

集
合

JR
後
閑
駅
９
時
集
合

申
込
み
・
問
合
わ
せ
先

赤
谷
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー

電
話
番
号
（
０
２
７
８
）
６
０
‐
１
２
７
２

※

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
10
周
年
を

記
念
し
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
お

り
ま
す
。
詳
細
は
、
赤
谷
森
林
ふ
れ
あ
い
推

進
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
r
i
n
y
a
.
m
a
f
f
.
g
o
.
j
p
/
k
a
n
t
o
/
k
a
n
t
o

/
a
k
a
y
a
_f
c
/
i
n
d
e
x.
h
t
m
l

ネイチャークラフトの様子



８
月
17
日
、
今
日
も
晴
れ
て
い
ま
す
。

天
気
予
報
は
雨
の
は
ず
が
、
ま
だ
午
前

中
と
い
う
の
に
日
差
し
が
真
上
か
ら
容
赦

な
く
降
り
注
い
で
き
ま
す
。

春
先
か
ら
夏
の
雰
囲
気
を
感
じ
取
る
こ

と
が
で
き
る
場
所
で
す
が
、
真
夏
の
８
月

と
も
な
る
と
痛
い
ほ
ど
太
陽
を
近
く
に
感

じ
ま
す
。

こ
ん
な
季
節
で
す
が
小
笠
原
諸
島
森
林

生
態
系
保
護
地
域
に
あ
る
指
定
ル
ー
ト

（
注
１
）
の
中
で
も
人
気
の
高
い
千
尋
岩

へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

今
回
辿
る
コ
ー
ス
は
巽(

た
つ
み)

道
路

終
点
か
ら
入
る
ル
ー
ト
。

通
常
の
ル
ー
ト
よ
り
大
回
り
で
時
間
も

余
分
に
掛
か
り
ま
す
が
、
躑
躅(

つ
つ
じ)

山
、
朝
立
岩
な
ど
が
あ
り
変
化
に
富
ん
だ

景
観
を
楽
し
め
る
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
ま

す
。ル

ー
ト
の
入
口
に
は
カ
ウ
ン
タ
ー
シ
ス

テ
ム
、
こ
れ
は
誰
が
ど
こ
に
入
山
し
た
か

を
記
録
す
る
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。

各
ル
ー
ト
の
入
口
に
設
置
さ
れ
て
い
て
、

利
用
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
で
ル
ー
ト
の

管
理
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

ま
た
、
併
設
し
て
あ
る
の
は
種
子
除
去

装
置
、
外
来
種
の
種
子
や
陸
産
貝
類
（
注

２
）
を
食
べ
る
プ
ラ
ナ
リ
ア
（
注
３
）
を

除
去
す
る
優
れ
も
の
で
す
。

こ
う
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ

と
で
森
林
生
態
系
が
保
全
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

こ
れ
か
ら
広
が
る
固
有
種
の
森
に
期
待

が
高
ま
り
ま
す
。

歩
き
始
め
の
歩
道
は
幅
２
㍍
ほ
ど
で
比

較
的
歩
き
や
す
い
の
で
す
が
、
タ
コ
ノ
キ

や
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ビ
ロ
ウ
、
ム
ニ
ン
ヒ
メ
ツ

バ
キ
な
ど
の
固
有
種
が
生
い
茂
る
湿
性
高

木
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。

雨
の
少
な
い
時
期
で
も
湿
度
が
高
く
、

風
も
通
ら
ず
、
真
夏
と
い
う
こ
と
も
あ
り

汗
が
流
れ
る
よ
う
に
噴
き
出
し
ま
す
。

観
光
で
来
島
さ
れ
る
方
が
夏
に
山
の
ツ

ア
ー
を
敬
遠
す
る
の
が
よ
く
理
解
で
き
ま

す
。し

か
し
、
今
回
は
父
島
の
人
気
ル
ー
ト

を
紹
介
す
る
た
め
に
飲
料
水
を
３
㍑
持
っ

て
き
ま
し
た
。
頑
張
っ
て
歩
き
ま
す
。

し
ば
ら
く
平
坦
な
歩
道
を
歩
い
て
か
ら
、

外
来
種
の
キ
バ
ン
ジ
ロ
ウ
（
注
４
）
で
造

ら
れ
た
階
段
を
上
り
き
る
と
躑
躅
山
が
見

え
て
き
ま
す
。

最
後
の
登
り
は
凝
灰
角
礫
岩
の
岩
場
で
、

ち
ょ
っ
と
し
た
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の

雰
囲
気
が
味
わ
え
ま
す
。

１
月
か
ら
６
月
の
繁
殖
期
に
は
オ
ガ
サ

ワ
ラ
ノ
ス
リ
保
護
の
た
め
入
山
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
場
所
で
す
。

山
頂
か
ら
は
今
歩
い
て
き
た
巽
方
面
の

森
林
が
絨
毯(

じ
ゅ
う
た
ん)

の
よ
う
に
広

が
り
、
つ
が
い
の
ノ
ス
リ
が
谷
を
渡
り
海

の
方
向
に
飛
ん
で
行
き
ま
し
た
。

鳴
き
声
は
鳶(

と
び)

に
似
て
い
な
く
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
諸
島
に
２
０
０
頭
程
度

し
か
生
息
し
て
い
な
い
固
有
亜
種
の
天
然

記
念
物
な
の
で
す
。

（
注
１
）
森
林
生
態
系
保
護
地
域
は
基
本
的
に
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
等
の
利
用
を
認
め
て
い
な
い
が
、
森
林
生
態
系
へ
の

イ
ン
パ
ク
ト
の
少
な
い
、
元
々
あ
っ
た
踏
み
分
け
道
な
ど
に

限
っ
て
ル
ー
ト
と
し
て
指
定
し
て
い
る
。

（
注
２
）
カ
タ
ツ
ム
リ
、
ナ
メ
ク
ジ
等
の
陸
生
貝
類
。

（
注
３
）
ヒ
ル
や
サ
ナ
ダ
ム
シ
と
同
じ
「
扁
形
動
物
」
の

な
か
ま
で
再
生
能
力
が
著
し
く
切
断
さ
れ
た
部
分
が
再
生

さ
れ
る
。

（
注
４
）
フ
ト
モ
モ
科
、
グ
ア
バ
の
仲
間
で
果
樹
と
し
て
移

入
し
た
も
の
が
野
生
化
し
た
。
果
実
は
グ
ア
バ
よ
り
美
味

と
さ
れ
る
。

平成２５年９月２０日 関 東 森 林 管 理 局 第１１４号（４）

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
指
定
ル
ー
ト
探
訪
記
（
そ
の
１
）

巽
道
路
終
点
～
躑
躅
山

た
つ
み

つ
つ

じ
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

カウンターシステムと種子除去装置

固有種が生い茂る湿性高木林

躑躅山の頂を望む



８
月
２
日
（
金
）
大
井
川
治
山
セ
ン
タ
ー

と
榛
原
川
地
区
治
山
協
議
会
で
は
、
小
学

生
を
対
象
と
し
た
恒
例
の
治
山
教
室
を
川

根
本
町
の
榛
原
川
地
区
で
開
催
し
ま
し
た
。

地
元
川
根
本
町
と
藤
枝
市
か
ら
小
学
生

13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
は
特
別
に
地
元
本
川
根
小

学
校
の
先
生
方
６
名
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

雨
が
心
配
さ
れ
た
朝
、
バ
ス
で
出
発
し

車
内
で
は
自
己
紹
介
の
後
、
森
林
の
働
き

や
治
山
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
し
な
が
ら

現
地
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

治
山
施
工
箇
所
の
見
学

最
初
は
ゴ
ボ
ウ
薙
治
山
工
事
箇
所
の
見

学
で
す
。

着
手
前
の
写
真
と
復
旧
途
上
の
現
況
及

び
完
成
予
想
図
の
説
明
を
受
け
た
り
、
ケ
ー

ブ
ル
ク
レ
ー
ン
で
の
資
材
運
搬
な
ど
興
味

深
そ
う
に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

機
械
を
使
用
し
た
体
験
学
習

続
い
て
光
波
測
距
儀
を
使
用
し
て
の
測

量
体
験
で
す
。

２
班
に
分
か
れ
て
距
離
の
測
定
を
体
験

し
た
後
、
測
点
を
示
し
て
目
測
で
距
離
を

当
て
る
ク
イ
ズ
を
実
施
し
ま
し
た
。

成
績
優
秀
者
の
発
表
は
後
の
お
楽
し
み

と
い
う
こ
と
で
次
に
移
動
し
ま
し
た
。

休
憩
を
挟
ん
で
、
輪
尺
、
測
桿
、
バ
ー

テ
ッ
ク
ス
等
の
使
い
方
を
教
え
て
も
ら
い
、

胸
高
直
径
や
樹
高
の
測
定
を
調
査
体
験
し

ま
し
た
。

昼
食
休
憩
の
後
、
ホ
ー
キ
薙
治
山
工
事

箇
所
に
向
か
う
途
中
で
樹
高
の
目
測
ク
イ

ズ
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
こ
れ
も
賞
品
が
あ
る
よ
ね
」
と
念
押

し
し
つ
つ
子
供
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
樹

高
を
測
定
し
て
い
ま
し
た
。

同
行
の
先
生
方
も
先
ほ
ど
の
測
量
ク
イ

ズ
と
同
様
に
子
供
達
と
一
緒
に
楽
し
そ
う

に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

工
事
現
場
で
の
重
機
搭
乗
体
験

引
き
続
き
、
榛
原
川
地
区
最
大
の
崩
壊

地
で
あ
る
ホ
ー
キ
薙
治
山
工
事
箇
所
に
向

か
い
ま
し
た
。

現
地
で
は
日
頃
、
目
に
す
る
こ
と
の
な

い
迫
力
あ
る
工
事
施
工
地
に
感
嘆
の
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
子
供
た
ち
が
楽
し
み

に
し
て
い
た
重
機
の
搭
乗
体
験
で
す
。

大
小
３
台
の
パ
ワ
ー
シ
ャ
ベ
ル
の
操
縦

席
に
３
班
に
分
か
れ
た
子
供
た
ち
が
か
け

あ
が
り
ま
し
た
。

予
定
し
た
時
間
は
瞬
く
間
に
終
了
し
、

閉
会
式
へ
と
進
め
ま
し
た
。

閉
会
式

閉
会
式
で
は
ク
イ
ズ
の
成
績
優
秀
者
を

表
彰
し
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
に
も
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
の

お
土
産
が
あ
り
、
子
供
た
ち
の
目
が
輝
き

ま
し
た
。

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
、
森
林
や
治
山

事
業
に
つ
い
て
の
難
し
い
質
問
も
飛
び
だ

し
、
子
供
た
ち
が
想
像
以
上
に
興
味
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

特
別
に
参
加
し
た
先
生
方
か
ら
も
、
貴

重
な
体
験
を
し
て
子
供
達
へ
の
教
育
に
も

生
か
せ
る
と
い
う
あ
り
が
た
い
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
供
た
ち
、
主
催
者
共
々
有

意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

（５）平成２５年９月２０日 関 東 森 林 管 理 局 第１１４号

夏
休
み

治
山
教
室
の
開
催
に
つ
い
て大

井
川
治
山
セ
ン
タ
ー

ゴボウ薙工事箇所見学

測量体験

重機搭乗体験



福
島
県
北
東
部
に
位
置
す
る
松
川
浦
は

南
北
に
延
び
る
砂
州
と
そ
れ
に
よ
り
外
洋

と
隔
て
ら
れ
た
内
海
か
ら
な
る
県
内
有
数

の
景
勝
地
で
す
。

湾
内
に
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
島
が
点
在

し
、
国
有
林
で
あ
る
砂
州
と
ク
ロ
マ
ツ
林

は
ま
さ
に
白
砂
青
松
と
い
う
表
現
が
ぴ
っ

た
り
当
て
は
ま
る
風
景
で
、
潮
流
が
穏
や

か
な
遠
浅
の
環
境
を
利
用
し
、
海
苔
養
殖

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

松
川
浦
で
本
格
的
な
海
苔
の
養
殖
が
始

ま
っ
た
の
は
明
治
34
年
の
漁
業
法
制
定
後

で
、
当
時
は
干
潟
に
生
え
て
い
た
葦
や
萱

で
海
苔
ひ
び
を
作
り
付
着
し
た
黒
海
苔
を

収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
初
期
頃
に
な
る
と
松
川
浦
で
も
現

在
の
海
苔
網
に
よ
る
養
殖
方
法
が
導
入
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
収
穫
量
が
一
気
に
増
加

し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
昭
和
18
年
に
は
赤
腐
れ
病
が

蔓
延
し
黒
海
苔
が
ほ
ぼ
全
滅
状
態
と
な
り
、

昭
和
40
年
頃
に
な
る
と
そ
れ
ま
で
の
天
然

採
苗
か
ら
人
工
採
苗
へ
、
更
に
種
苗
の
冷

凍
保
存
の
技
術
が
確
立
さ
れ
、
天
然
採
苗

地
と
し
て
優
秀
な
早
タ
ネ
網
の
供
給
地
で

あ
っ
た
松
川
浦
は
衰
退
の
道
を
た
ど
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
の
漁
協
の
役
員
た
ち
は
今
後
の
海

苔
養
殖
を
ど
う
す
る
か
総
会
を
何
度
も
開

催
し
ま
し
た
が
、
そ
の
対
応
策
に
決
め
手

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
当
時
、
ま
だ
一
組
合
員
に

す
ぎ
な
か
っ
た
私
は
、
黒
海
苔
の
後
に
自

然
と
生
え
る
青
海
苔
を
生
産
し
た
ら
ど
う

か
と
い
う
提
案
を
し
ま
し
た
。

当
初
は
値
段
が
安
い
青
海
苔
を
生
産
す

る
こ
と
に
乗
り
気
で
な
か
っ
た
役
員
た
ち

で
し
た
が
、
赤
腐
れ
病
等
の
リ
ス
ク
が
な

く
、
収
穫
量
も
比
較
的
安
定
し
て
い
る
青

海
苔
生
産
に
次
第
に
賛
同
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

当
時
は
海
苔
と
い
え
ば
黒
海
苔
で
あ
り
、

青
海
苔
の
販
路
が
安
定
し
て
い
な
か
っ
た

た
め
そ
の
生
産
は
な
か
な
か
軌
道
に
乗
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
46
年
か
ら
48
年
に
か
け

て
実
施
さ
れ
た
松
川
浦
で
の
水
路
整
備
事

業
で
湾
内
の
潮
流
が
安
定
し
品
質
や
収
穫

量
が
向
上
し
た
こ
と
、
組
合
員
に
よ
る
養

殖
方
法
の
改
良
や
販
路
開
拓
へ
の
尽
力
も

あ
り
、
松
川
浦
で
養
殖
さ
れ
た
青
海
苔
は

全
国
で
も
高
い
評
価
を
得
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
幾
多
の
苦
労
を
乗
り
越
え

て
き
た
当
地
の
海
苔
養
殖
で
し
た
が
、
平

成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
で
は

壊
滅
的
な
被
害
を
被
り
ま
し
た
。
10
㍍
を

越
え
る
津
波
で
海
苔
網
が
完
全
に
流
さ
れ

た
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
た
時
に
は
こ

れ
ま
で
組
合
員
が
長
い
時
間
を
か
け
て
築

き
上
げ
て
き
た
も
の
が
一
瞬
に
し
て
崩
れ

さ
っ
た
様
な
気
分
と
な
り
、
大
き
な
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
再
び
海
苔
養
殖
を
復
活
さ
せ

た
い
と
い
う
組
合
員
の
熱
意
と
関
係
者
の

温
か
い
励
ま
し
の
声
に
後
押
し
さ
れ
、
現

在
新
し
い
種
場
の
確
保
を
始
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

国
有
林
が
近
く
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
震
災
前
ま
で
は
そ
の
存
在
を
特
に
意

識
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
私
で
す
が
、
震

災
後
ク
ロ
マ
ツ
林
が
な
く
な
り
、
浦
内
の

潮
の
流
れ
や
風
の
強
さ
が
変
化
し
た
こ
と

で
防
潮
保
安
林
と
い
う
も
の
の
意
義
を
改

め
て
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
新
た
に
復
旧
さ
せ
る
防
潮
林
は
津

波
に
強
い
構
造
の
も
の
を
計
画
し
て
い
る

と
伺
い
ま
し
た
。

震
災
前
の
立
派
な
森
林
に
な
る
ま
で
は

長
い
時
間
と
手
間
が
か
か
る
も
の
と
思
い

ま
す
が
、
一
日
も
早
く
復
旧
、
復
興
が
実

現
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

（
写
真
提
供
：
相
馬
市
）

平成２５年９月２０日 関 東 森 林 管 理 局 第１１４号（６）

「
松

川

浦
の

復

興

に

向

け

て
」

相
馬
双
葉
漁
業
協
同
組
合
松
川
浦
支
所
長

杉
目

一
郎

海苔養殖状況（震災以前）

海苔網（震災以前）

松川浦全景（震災以前）



土湯森林事務所は、福島県中通り地方の福島市西部に位

置し、山形県境に沿って東西に伸びる吾妻連峰の東側から

安達太良連峰の北側に位置する鬼面山、箕輪山の東側にか

かる磐梯朝日国立公園を含む約 8,900㌶を管理しています。

吾妻連峰の東側に位置する一切経山、東吾妻山、吾妻小

富士の中心の浄土平には、ビジターセンターや駐車場が整

備されており、今年からアクセス道の磐梯吾妻スカイライ

ンの通行料が無料化されたこともあり、観光や登山などで

大変な賑わいとなっています。

この一帯の大きな特徴は、ダイナミックな火山地帯と動

植物による変化に富んだ自然景観の広がりで、とりわけ高

山植物・沼の数々は、訪れる人々を癒してくれ、浄土平か

ら吾妻小富士へは、１時間程度と気軽に登山を楽しむこと

ができます。

また、管内には土湯温泉・微温湯温泉・あずま温泉・高

湯温泉などがあり、地元観光協会・学校・新聞社等と連携

し森林教室・自然観察会・フォトコンテスト等が実施され

ています。

「道の駅つちゆ」に隣接している標高 700㍍から 800㍍の

南沢スポーツ林内には、多くの人達に自然観察など森林と

のふれあいを深めることのできるように整備した「きぼっ

この森」約 31㌶が設定されています。

「きぼっこ」とは、昔から土湯地域で呼ばれてきた「こ

けし」の呼び方の一つで、地元土湯小学校の児童たちから

の公募によりネーミングされたものです。

この「きぼっこの森」には、こけしの原料となるウリハ

ダカエデ・ナナカマド・ミズキなどの広葉樹がアカマツと

混交した林相となっています。

自然条件にも富み、 130種の草や 90種の樹木のほか、鳥

類、昆虫類、両生類の種類も豊富で、林内にある湿地には、

水芭蕉が咲き、モリアオガエルが生息し、繁殖期になると

水際の樹木の枝に「泡巣」と呼ばれる生み付けた卵塊も観

察することができます。

散策路は、約４㌔㍍にわたり木道やウッドチップなどで

整備され、林内には案内板・樹名板が設置されおり、気軽

に散策することができ、東屋からは、南の安達太良山から

北の一切経山までのすばらしい眺めを一望できます。

これらの整備に併せて、「きぼっこの森」を核とした楽

しみ方や学び方などについて紹介した「土湯地域における

森林・林業体験プログラム」の冊子を作成し、市内の小・

中学校などへ配布し、森林環境教育を目的とした森林教室

や自然観察等の体験活動フィールドとして活用を図ってい

ます。

また、当事務所管内では、従来からの森林の管理、育成

に加え、スギのコンテナ苗の導入など新たな試みにもチャ

レンジしています。

このように、新たな森づくりや森林環境教育の推進など、

開かれた「国民の森」としての取り組みを進めていくこと

はとても重要なことではないかと考えています。

（７）平成２５年９月２０日 関 東 森 林 管 理 局 第１１４号

一切経山からの吾妻小富士

「きぼっこの森」探索へ出発

「魔女の瞳」コバルトブルーの五色沼

新たに導入されたコンテナ苗



新潟県魚沼市大白川国有林内に設けられ

た浅草山麓遊々の森は、車で関越自動車道

小出インターより国道 252号線を入広瀬方面

に約 50分ほど進んだ、標高 800㍍の高原に位

置します。

中越森林管理署では、レンジャーが常駐

して自然観察や地理・歴史学習などの各種

環境教育を展開している新潟県立浅草山麓

エコミュージアムと隣接する国有林約 230㌶

を森林環境教育の一層の推進を図る目的と

して、平成 22年 6月に新潟県魚沼市と協定を

締結しています。

浅草山麓エコミュージアムは、バリアフ

リー木道が整備されており、車椅子やベビー

カーでも安全に自然観察が楽しめ、 152種の

動物と昆虫、 53種の鳥類、 172種の植物が確

認されています。

浅草山麓遊々の森には、ヤマネコース、ノ

ウサギコース、カモシカコースの３つの散策

路が整備され、中越森林管理署が作成したハ

ンドブックを活用し、小中学生が利用する６

種 の体 験 プ ログ ラ ム と指 導 者 の

た めの 解 説 プロ グ ラ ムを 使 っ た

森林環境教育が行われています。

冬季 間 は 閉鎖 さ れ てい ま す が

四 季折 々 の 自然 を 楽 しむ こ と が

で きる 浅 草 山麓 遊 々 の森 に 是 非

一 度お 出 か けに な っ てみ て は い

かがでしょうか。

（ 中越 森 林 管理 署 森林 技 術 指

導官 石田 健）

平成２５年９月２０日 関 東 森 林 管 理 局 第１１４号（８）

■ 中越森林管理署 http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/chuetu/index.html
〒949-6608 新潟県南魚沼市美佐島61-8

ＴＥＬ:025(772)2143(代表） FAX:025(772)2635
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浅草山麓エコミュージアム（エコセンター）

展望エリアから浅草岳（標高1585㍍）を望む

沢から吹き上げる風が心地よい散策路からの風景


